








 2月　 February
 Sun  MON  TUE  WED

黒人歴史月間（Black History Month）
アメリカでは2月を「黒人歴史月間（Black History Month）」として、
黒人の歴史や文化、功績を学ぶ月としている。黒人奴隷として生をう
け、後に奴隷制廃止論を主張したフレデリック・ダグラスとリンカーン
の誕生日が共に2月であることにちなんでいる。奴隷制は廃止されたも
のの、人種差別は終わっていない。近年ではBlack Lives Matter運動が
世界的に広がったが、黒人を標的とした殺害や暴力、不当逮捕、投票権
をめぐる格差などの問題は現在も続いている。



 THU  FRI  SAT

また、黒人の中でも女性、クィア、障害者など、複数
の差別が重なることで、それぞれの経験が異なる場合
がある。日本でも黒人差別は存在しており、黒人文化
を楽しみながら差別には無関心である「文化の盗用」
が問題となることや、レイシャル・プロファイリング
の問題もある。なお、イギリスでは黒人歴史月間は10
月に設けられている。



          /02/01（　 ）
世界ヒジャーブデー
米国に住むイスラム教徒のナズマ・カーン（Nazma Khan）氏がオンラ
イン上で提唱したことをきっかけに始まった記念日。ヒジャーブを着用
しない非イスラム教徒や、普段は着用していないイスラム教徒にもヒ
ジャーブを身につけてみてもらうことで、イスラム教やヒジャーブへの理
解を深めることを目的としている。ヒジャーブは、「女性が抑圧されて
いる」というように西洋的な視点から単純化され、差別的なイメージと
結びつけられることもある。例えばフランスでは、公共空間における宗
教的シンボルの着用を制限する法律が制定されたが、むしろこのような
法律がヒジャーブを着用するイスラム女性の自己決定権が剥奪している
と考えられる。

          /02/02（　 ）
2026年：日本で緊急避妊薬OTC化
緊急避妊薬（アフターピル）は、長年、日本では医師の診察と処方箋が
なければ入手できなかった。そのため、時間との勝負である薬にもかか
わらず、休日や夜間には受診が難しく、必要な人がすぐにアクセスでき
ない状況が続いていた。この日から、医師の処方箋がなくても薬局で緊
急避妊薬を購入できることになった。これをOTC化と言う。 
市民団体や医療従事者が「望まない妊娠を防ぐためには、誰もが迅速に
入手できる環境が必要だ」と長年訴え続けてきた。民間団体ではNPO法
人ピルコンや#なんでないのなどが運動を率いてきた。その結果、緊急避
妊薬のOTC化が実現し、薬局で購入できるようになったことは、リプロ
ダクティブ・ヘルス／ライツの前進として大きな意味を持つ。一方で、
価格や販売時間、薬局数、薬剤師の配置など、誰もが必要な時に確実に
入手できる環境にはまだ課題も残されている。



 3月　 March
 Sun  MON  TUE  WED

女性史月間
アメリカでは3月を「女性史月間（Women's History Month）」とし
て、歴史の中で女性たちが果たしてきた役割や功績を学ぶ月としてい
る。その始まりは1978年、カリフォルニア州で国際女性デーである3月8
日を含む週に「女性史週間」が企画されたことにあり、1987年にはアメ
リカ連邦議会が3月を女性史月間と定めた。女性史月間が設けられた背
景には、歴史が男性中心に記録され、女性の功績や経験が見過ごされて
きたことがある。



 THU  FRI  SAT

政治や科学、芸術、労働、家庭など、社会は数え切れ
ない女性たちの働きによって支えられてきたにもかか
わらず、その名前が歴史に残らなかった人がほとんど
である。これまで語られてこなかった人々の声に耳を
傾け、私たちが学んできた歴史にはどのような偏りが
あったのか、改めて考えてみたい。



          /03/01（　 ）
1919年：三・一独立運動
三・一独立運動は、1919年3月1日に朝鮮半島で起こった日本帝国の植民
地支配に対する大規模な民衆蜂起である。この運動は、民族独立を求め
る政治的抵抗であると同時に、性別による抑圧からの解放を志向する
フェミニズム的契機でもあった。当時の朝鮮は儒教的価値観に基づく男
尊女卑の構造が強かったが、三・一独立運動においては、女子学生、農
村女性、妓生など、様々な階層の女性が街頭に立ち、直接的な政治主体
として運動した。ソウルで3月1日に起きた独立万歳の声は各地に波及
し、地方では3月下旬から3月にかけて運動が盛り上がった。朝鮮全土で
女子学生約1万人が参加し、日本軍に捕らえられ起訴された9411名のう
ち、587名が女子だった。代表的な人物として、柳寛順（ユ・グァンス
ン）氏が挙げられる。彼女は16歳で運動の先頭に立ち、逮捕・拷問を受
けながらも抵抗を続けた。彼女の行動は、韓国のジャンヌ・ダルクと称
されるほど象徴的な存在である。

          /03/02（　 ）
1955年：クローデット・コルヴィン（Claudette Colvin）氏不当逮捕
アメリカのアラバマ州モンゴメリーで、当時15歳だったコルヴィン氏
は、学校から家に帰るバスで白人女性に席を譲ることを拒否し、逮捕さ
れた。これは、公民権運動の主導者として著名なローザ・パークス
（Rosa Parks）氏が人種隔離バス内で抗議を行う9か月前の出来事だっ
た。 
翌1956年、コルヴィンはバスの人種隔離に異議を唱えた裁判「ブラウ
ダー対グレイ（Browder v. Gayle）」の4人の原告の一人となった。この
裁判をきっかけに、バスの人種隔離は違憲と判断された。 
しかし、彼女は長い間、その功績が広く知られることはなかった。公民
権運動の指導者たちは、審理中に未婚で妊娠していた彼女を運動の象徴
にすることは難しいと判断し、その功績は覆い隠されてしまったのであ
る。しかし近年では、公民権運動を支えた重要な活動家の一人として、
その功績が改めて評価されている。


